


愛知医科大学眼科クリニックMiRAI「 」が
開院しました

三木　篤也愛知医科大学眼科クリニックMiRAI
クリニック長
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しろ大学病院より進んでいる？）
最先端の設備を備え、重症疾患
や専門性の高い疾患も含めて高
いレベルの診療を行います。また、
研究にも力を入れており、産学連
携研究のハブとして、近視の進行
を抑制する治療の開発など、最先
端の臨床研究を行っています。
　眼科専門の単科クリニックとし
ての小回りの良さを生かしつつ、
診療・研究のレベルでは大学病院
に勝るとも劣らない最先端の設
備、専門医を配して、未来の眼科
医療を切り開くとともに、地域の
皆様の健康に貢献したいと考え
ています。どうぞよろしくお願い
いたします。

　愛知医科大学眼科クリニック
MiRAIクリニック長の三木です。
2022年７月より、名古屋市東区
の愛知医科大学メディカルクリニ
ックは、眼科の外来診療、日帰り
手術専門施設である眼科クリニッ
クMiRAIに再編し、開院しました。
眼科クリニックMiRAIは、１）日帰
り手術、２）外来診療、３）産学連
携研究を３本の柱としています。
　眼科手術は技術の進歩により
ますます短時間、小さな傷口から

の手術が可能となり、入院が必要
ない日帰り手術が可能となってき
ました。実際に、海外先進国では、
眼科手術はほとんど日帰りで行
われています。日本でも、もっとも
一般的な眼科手術である白内障
については日帰り手術がかなり広
がってきましたが、眼科クリニッ
クMiRAIでは白内障手術だけで
なく、私の専門とする緑内障をは
じめ、網膜、眼形成などの専門性
の高い手術もすべて日帰りで行っ
ています。愛知県における日帰り
手術のセンターとして地域医療に
貢献していきたいと考えています。
　手術のみならず、外来診療にお
いても、大学病院に負けない（む

1



周産期母子医療センター　
新生児集中治療部門

山田 恭聖
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専門医に聞く

赤ちゃんの皮膚の水分量は高齢者と同じ？？

　生まれたての赤ちゃんの皮膚はスベスベで潤いのあるお肌の印象があります。しかし赤ちゃんの皮膚の水分量は意外に少
ないのです。お肌の潤いは体の中から出てくる水分で補われています。この水分を保持する場所は皮膚の一番外側にある角
質層と皮脂です。この角質層は成人に比べて赤ちゃんでは不十分で薄く、たくさん水分を保持することができません。そのた
め赤ちゃんの皮膚水分量は高齢者と同様少ないと言われています。ではなぜ赤ちゃんの皮膚は潤っているのでしょうか？赤
ちゃんの体全体に占める水分量は成人に比べて多く、常に皮膚から蒸発しています。このため皮膚に水分を保持する能力が
少ないにも関わらず、常に水分を蒸発している皮膚はしっとり潤いがあるように見えるのです。

　水分を保持する皮膚角質層は、そこに存在する皮脂ととも
に外敵から皮膚を守る最前線です。角質層が不十分な赤ちゃ
んは、外からの有害物質やアレルギーの原因物質、細菌の侵
入に弱い特徴があります。成人ではよく使用するステロイド
剤や消毒薬は、赤ちゃんでは皮膚からの吸収による副作用が
心配です。うがい薬でよく使われる消毒薬（イソジン）は皮膚
の消毒にも使用しますが、赤ちゃんに使用するとその成分で
あるヨードが吸収され、甲状腺の機能に影響する報告もあり
ます。さらに食事アレルギーの原因物質（卵とか小麦とか牛
乳など）も、以前は離乳食を始めてから起こるとされていまし
たが、最近はもっと小さい赤ちゃんの時代に皮膚から吸収さ
れ、アレルギーの発病準備状態になることも知られています。

赤ちゃんの皮膚水分量は意外に少ない１

　赤ちゃんの皮膚からは常に大量の水分が蒸発しています。皮膚から水分が蒸発するときには、体から熱を奪いま
す。みなさんも汗が乾く時ひんやりしますよね。この皮膚から水分の蒸発が多い特徴は、赤ちゃんが低体温になりや
すい原因の一つになっています。昔は日本でも自宅分娩が多く、赤ちゃんが生まれるときは、ストーブにやかんをの
せてお湯を沸かしました。これは室内の温度と湿度を上げて、水分や熱が赤ちゃんの皮膚から奪われることを予防す
る目的でした。

赤ちゃんが寒さに弱いわけ2

赤ちゃんの皮膚はなんでも吸収する3

　このような赤ちゃんの皮膚を守り、熱や水分の蒸発を防
ぎ、体に悪いものの侵入を防ぐためにはどうしたら良いので
しょう？一般的には角質層の代用として、皮膚に油分を保湿
することが良いと言われています。代用角質として好ましい油
分としては、添加物がなく、皮膚から吸収されにくいものが奨
められます。化学構造的には流動パラフィン（ミネラルオイル
やベビーオイルと呼ばれるもの）やワセリンなどが良いとされ
ています。しかし早産児のデータでは、代用角質と皮膚の間
で病原体が繁殖し、感染症が起きやすいことも知られてい
て、定期的に皮膚を石鹸で洗うことも大切です。

ではどうしたらいい？4

角質層が少なく、
きれいな層状でない
酸性膜も不十分

水分は保持できず蒸発
ステロイド剤、消毒剤を容易に吸収
細菌やアレルゲンも容易に侵入

皮脂　
弱酸性の酸性膜が存在
角質層が10層以上
層状に配置
バリア機能を有する

水分を角質層で保持

外界の刺激から保護外界の刺激から保護

成熟した皮膚

赤ちゃんの皮膚

水分を角質層で保持

外界の刺激から保護外界の刺激から保護

角質層が少なく、層状になっておらずバラバラに配列
（パスタ状）しており、弱酸性の皮脂も不十分。

角質層が10層以上規則正しく層状（ミルフィーユ状）
に重なっていて、ここに水分を保持し蒸発を抑制して
いる。最表面には弱酸性の皮脂があり、細菌の侵入
をブロックしている。
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放射線科Topics 1

尾張東地区で唯一がん温熱療法
（ハイパーサーミア）が受けられます！

①ハイパーサーミアとは？

　ハイパーサーミアは副作用の少な
い治療とされていますが、あくまで
がんと闘うためのものであり、楽な
治療とは限りません。治療に対する
不安や苦痛が少しでも軽減するよ
う、私たちにぜひサポートさせてくだ
さい。

パーサーミアのみ当院で受けるとい
うことも可能です。地域医療連携室
を通じて外来予約をお取りくださ
い。残念ながら東海地方はまだハイ
パーサーミアの認知度が低く、主治
医から積極的に勧められない場合が
多いです。興味を持っていただけまし
たら、ぜひご自身から行動を起こして
ください。

　眼と脳を除くすべての固形がんの
方は、健康保険を使って治療を受け
ることが可能です。がんの進行度
（ステージ）に制限はありませんが、
特に進行した方にとって真価を発揮
します。当院では、抗がん剤治療や
放射線治療とハイパーサーミアを一
緒に実施して、治療効果をアップさ
せるという取り組みに力を入れてい
ます。2022年4月に運用を開始し、
これまでに膵臓がん、頭頸部がん、
前立腺がんなど200名近くの方がハ
イパーサーミアを受けています。

　当院でがん治療を受けている方
は、「一度ハイパーサーミアの話を聞
いてみたい」と主治医に相談してみ
てください。放射線科外来にて詳細
をご説明いたします。近隣施設で抗
がん剤治療を受けている方は、ハイ

放射線科 伊藤 誠

　病気のある所を高周波によって39
～45℃に加温し、がん細胞を死滅さ
せる治療法です。がん細胞は熱に弱
いという性質を利用しています。この
治療だけでがんを抑えることは難し
いものの、重い副作用が出ないとい
う大きな特徴があります。そのため
他の治療法と組み合わせることで、
その効果の上乗せが期待できます。

②どんな人が対象なの？

③どうすれば受けられるの？

④最後に

ハイパーサーミア

スタッフ一同
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糖尿病療養支援チーム

看護部3

世界糖尿病デーin愛知医大イベント2022開催

小さな赤ちゃん、ご家族の思いを多くの人々へ届けたい！小さな赤ちゃん、ご家族の思いを多くの人々へ届けたい！
11月17日世界早産児デー（World Prematurity Day）

　11月14日は世界糖尿病デーです。世界に拡がる糖尿病の脅威に対応するために1991年にIDF（国際糖尿
病連合）とWHO（世界保健機関）が制定し、2006年12月20日に国連総会において「糖尿病の全世界的脅
威を認知する決議（UN｠Resolution｠61/225）」が加盟192カ国の全会一致で採択されると同時に、国連
により公式に認定されました。
　世界糖尿病デーのキャンペーンには、青い丸をモチーフにした「ブルーサークル」が用いられますが、これ
は、糖尿病に関する国連決議が採択された翌年2007年から使われるシンボルマークです。国連やどこまでも
続く空を表す「ブルー」と、団結を表す「輪」をデザインし、”Unite for Diabetes”（糖尿病との闘いのため団
結せよ）というキャッチフレーズとともに、世界中で糖尿病抑制に向けたキャンペーンを推進しています。

当院もこれに合わせて、2022年11月7日（月）から14日（月）に世界糖尿病デーin
愛知医大イベント2022として、糖尿病予防に関する啓発活動を以下のとおり行いました。

　新型コロナウイルス感染防止のため、例年に比べ規模を縮小した形式での開催でし
たが、ポスター展示では多くのコメントが寄せられ好評でした。教職員や来院者など多
数の方に糖尿病について関心を持ってもらうきっかけになったのではないでしょう
か。糖尿病療養支援チームは今後も糖尿病予防に関する啓発活動を企画・実行してい
きます。

イベント開催期間中は、病院外壁をブルーにライトアップしました。

教職員や学生を始め、来院患者さん向けに糖尿病に関する知識習得のためのポス
ター展示を行いました。

病院外壁をライトアップ

糖尿病ポスター展示
▲ ブルーにライトアップ

▲ ポスター展示

世界
糖尿病デー
とは

　世界では10人に1人が低出生体重児（出生体重2500g未満）として生まれていることをご存じ
ですか。11月17日世界早産児デー（World Prematurity Day）は、世界の早産における課題や負
担に対する意識を高めるために、2008年にヨーロッパの新生児集中治療室（NICU）家族会等に
よって制定されました。シンボルカラーである紫色を基調とした、早産に関することを伝える活動
が世界中で行われ、近年日本でも少しずつ広がっています。
　2022年11月17 日小さな赤ちゃんたちの特別な記念日の夜、当院が初めて紫色にライトアップ
されました。NICUでは、病棟内が紫色に飾り付けされ、赤ちゃんに関わる全ての職員が紫色のも
のを身につけて、入院している小さな赤ちゃんたち、ご家族と記念日を共有しました。
　日が沈み美しく紫色に染まった病院は、病院全体で小さな赤ちゃん、ご家族を応援しているよう

に見え、小さな赤ちゃんに関わらせて頂いて
いる医療者の私たちはとても感動しました。
赤ちゃんのご家族も、遠くから見て頂けたと
思います。一人でも多くの方に、小さな赤ちゃ
んのことを理解するきっかけになっていればと願うばかりです。新型コロナ
ウイルス感染症拡大から約3年、みんなで懸命に走り続けてきましたが、久
しぶりに赤ちゃんのご家族、職種を越えた仲間たちが特別な1日を笑顔で
過ごすことができました。

▲ NICUのラウンジ

▲ シンボルカラー紫色に
　 ライトアップされた病院
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